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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

高度成長期を 1960 年から 1972 ごろとし、その間の女性雑誌の変容を分析することを

通じて、日本の「戦後」社会の消費社会化していく中での女性イメージについて論じる。 
女性雑誌を（１）形態（表紙や紙質など）（２）レイアウト（目次、デザインなど）（３）

内容（集中するトピック、記事）（４）語彙（キーワードなど）の四つに区分し、それぞ

れがどのように変容しているかを詳細に追う。その後、こうした全体を統合する女性イ

メージの変容について分析する。  
そして、両者とも同時の「専業主婦」を念頭に編集された雑誌であることから、 1960

年代の「主婦」という存在がどのようにメディアに理解されたか、ということを上記の

分析で明らかになったことと比較して、論じる。  

 
キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔          専業主婦 〕 〔           余暇 〕 〔         おしゃれ 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 
本研究の対象時期は、高度成長期である。この時期は復興が軌道に乗り、池田内閣の

「所得倍増計画 」に よって 、徐 々に 家庭の所得が倍増し、「専業主婦」なる存在が社会

の中でクローズアップされる時期となる。この時期に、従来より女性のための家庭的啓

蒙を旨としていた『主婦の友』が、読者の変容にどのように反応し、適応していったか

を、記事と女性イメージの変容から考えていく。  
 

その第一点として、 1953 年における『主婦之友』から『主婦の友』への表題変更を

とりあげた。そして、名称の変更だけではなく、 1956 年に版型および紙面レイアウト

自体を大幅に変更した『主婦の友』の編集部の方針転換を明らかにした。名称変更によ

って、読者に対する構えを「生活に役立つ」という意味での啓蒙から「見て楽しい」と

いう娯楽性へとシフトした。しかし、こうした構えは 1956 年の版型変更によって、完

成する。この結 果、『主婦 の友 』は更なるビジュアル化を進め、値段を下げ、読者層を

絞る方針へと転換した。これによって、政治的オピニオンを語る記事は減少し、家庭と

社会の接触面に着目する論説が増えていくようになった。  
 
第二点として、雑誌の姿勢をシフトしていく『主婦の友』の中で徐々に温められてき

た「買い物」に関する記事群を分析することで、この時期に起こった「買い物」記事の

変化と、そこに現れた「余裕」のイメージを明らかにすることを目指した。というのも、

啓蒙を旨とした『主婦の友』は自堕落な消費を厳しく戒めていたからだった。ところが、

「買い物」記事の中では、消費の美徳が徐々に焦点化され、家計とバランスをとりなが

ら、その「楽しみ」がイメージ化されることになった。  
 
「買い物」記事の中でも電化製品を買う記事に注目しつつ、読者女性たちは何を問題

とし、欲望したかを明らかにした。すなわち消費する欲望は、女性所与のものではなく、

消費することで彼女たちが置かれている状況が打開できるからゆえに欲望されたのだ。

すなわち、それは戦後すぐから始まる主婦の過重労働の問題である。一家を支えるため

に主婦は外に働きに出ることが望まれ、また、主婦たちも自立した存在への希求から、

自発的に社会へと一歩を踏み出すことになる。しかし、一方で、家事もまた主婦の役割

として定位され、その双方を行うことこそ女性の鑑というイメージがもたらされた。こ

うしたイメージについての論争が、第一次主婦論争（ 1955～）であった。  
 
では、どのようなことが欲望されたのか。一つは洗濯機に見られるような、家事分担

の選択の広がりをもたらすものを欲望し、もう一つは、自分の時間の確保を欲望したの

である。過重労働の解決として、ひとつは夫の協力を得て、家事を分担することが『主

婦の友』では提示された。例えば、繕い物や洗濯は今まで夫ができない領域であったが、

洗濯機があれば、夫でも、洗濯が分担しうるという予想のもと、電化製品を欲望したの

である。  
 
そして、女性に私秘性がないことが問題化された。社会では仕事、家庭では主婦とい

う社会から期待される役割の外にある、個人としての自分の居場所をつくることが目指

されていく。その第一歩として提示されたのが、娯楽であり、余暇であった。この自分

だけの時間をつくるためには、家事労働の時間を減らす以外にない。そのためには、家

電によって、家事の時間を短縮し、それによって自分だけの時間をつくりたいと欲望し

たのである。このように、自分自身の楽しみを目指す意志が生まれ始めていることが明

らかになった。こういう経緯で「余暇」が記事の焦点になっていったのであった。  
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研究成果の概要 つ づ き  

 
第三点として、女性 の意志を請けて『主婦の友』が「余暇」をテーマにする記事を

掲載していく流れの意味を明らかにした。つまり、「余暇」の創出という問題のなかで、

衣服記事にはどのような表象上の変化がおきていたかを分析した。  
 
自分自身の時間を欲 する読者女性の欲求は理解されたけれども、すぐには時間を創

出できないというジレンマの中で、『主婦の友』はその私秘性の場所を、家事労働の中

に見つけ出そうとした。その代表的な記事が「着こなし」というテーマによって描か

れた一連のものである。「着こなし」とはいわば、着衣を選ぶ私の時間である。その時

間は誰にも邪魔されず、誰に期待されたものでもない。衣服と自分の関係は、女性自

身に属している。少なくとも、読者女性たちは主観的にはそう思念していた。  
 
この「思念」によっ て目指された自分自身の時間を指し示す言葉が「おしゃれ」で

ある。「おしゃれ」は単なる虚栄を満足させる意味合いの言葉ではなく、自分自身を再

確認できる貴重な場として思念された。それゆえに、「おしゃれ」はひとつの解放とし

て希求されたのだ。こうして、衣服記事に「着こなし」の記事が増えていき、「おしゃ

れ」という言葉が付され、自分自身の楽しみとしての「おしゃれ」な「着こなし」と

いう女性の感性を創出していくようなイメージが浮かび上がってきたことを明らかに

した。ここにおいて『主婦の友』も女性の「ゆとり」の場所を確保していく方向に動

きはじめていくのである。  
 

第四 点として、『主婦の友』がレイアウト上で変貌を繰り返し、「おしゃれ」化して

いく 中での編集部の意向を分析した。この中で、より読者イメージは限定され、家庭

の中 に仕える雑誌であることを強調していくようになっていった。 もちろん、それは

従来 と同じ主張であるのだが、内容は逆に「おしゃれ」になっていった。とはいえ、

それ は、単なるビジュアル化ではなく、自分自身の場として「おしゃれ」の楽しみを

提示 し、自分自身の場のない女性に対して、場を提供する視座を与えることで家庭に

仕えるという論理があった。こうした中で、「おしゃれ」な専業主婦が女性表象として

登場していくのである。  
 

第 五点 として、その背景には、高度経済成長の中での亭主層のサラリーの増加と平

行した「専業主婦」層の実質的増加があったが、『主婦の友』もまた、この新たな「専

業主婦」層にしっくりくる名称を与えようと苦心していく。そうした流れを、『主婦の

友』 に現れた集合名詞の変化を追いつつ分析した。その中で『ミセス』を比較対象し

て、 読者対象の創造について検討した。こうした「専業主婦」層に自誌の読者イメー

ジを 近づけようとする試みの中で、新たな女性イメージの創出へ向かうことを、論説

記事 を使って分 析した。その背景には、いまだ女性が余暇時間を十分に持ちえておら

ず、 また持っている人も上手に使う精神的余裕が欠如していたという現実的問題があ

ったことを示した。  
 

第六点として、『主婦の友』が家庭の「主婦」という女性イメージに準拠しながら、

背景と動作をつけたグラビアを開発し、楽しむ女性というイメージを創出していく。

これは家庭にいる女性の精神的な解放の表現として描かれ、「おしゃれ」の楽しみのイ

メージを創出していくことになったのである。こうした中で形作られるのが《余裕あ

るおしゃれな主婦》イメージであった。このように《おしゃれ》という表現が、主婦

の置かれた問題状況に対する処方として、つまり「ゆとり」の場所の創出として描か

れた、ということを論じた。  

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等

を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
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研究発表（研究によって得られた研究経過・成果を発表した①～④について、該当するものを記入してください。該当するものが多い場

合は主要なものを抜粋してください。） 

①雑誌論文（著者名、論文標題、雑誌名、巻号、発行年、ページ） 

②図書（著者名、出版社、書名、発行年、総ページ数） 

③シンポジウム・公開講演会等の開催（会名、開催日、開催場所） 

④その他（学会発表、研究報告書の印刷等） 

 

④  博士論文の一部として立教大学に提出し、受理され、合格した。  

 


